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アクリル酸エチル
C5H8O2

［CAS No. 140-88-5］
皮膚感作性：第 2群

　中国製のソファやイスによる接触性皮膚炎が英国，
フィンランドから報告されている．37名の患者でパッチ
ストを施行したところ，強感作性物質であるジメチルフ
マル酸で33名で陽性であったほか，ジエチルマレイン酸
で21名でアクリル酸エチル（EA）で13名で陽性であっ
た1）．アクリル酸エチルは歯科治療2）や接着剤，人工爪に
おいて使用され，歯科治療従事者でパッチテスト陽性の
皮膚炎が報告されている．
　よく見られる感作性物質ではないが，マウスの局所リ
ンパ節試験（LLNA）で弱感作性物質とされている3）．
　EAによるパッチテストを用いた複数の研究で，曝露
暦のある皮膚炎患者や曝露作業者が陽性反応を示した．
よって人間に対しておそらく感作性があると考えられる．

　許容濃度等
　日本産業衛生学会：発がん分類：第 2群 B
　ACGIH：TLV-TWA 5 ppm，STEL 15 ppm，発がん
分類：A4（1986 年）
　DFG：5 ppm，21 mg/m3 （MAK），Sh（danger of 
sensitization of the skin）
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ジエタノールアミン
HN（CH2CH2OH）2

［CAS No. 111-42-2］
　皮膚感作性：第 2群

　金属加工液に曝露した作業者 144 名に対して行った
パッチテストの結果，ジエタノーラミン（DEA）に対し
ては 2%（2/100）に陽性反応が見られた1）．ドイツ皮膚
科情報ネットワーク（IVDK）の調査で金属加工液
（MWF）の職業暴露による皮膚炎患者に対するパッチテ
ストの結果，DEAに対しては 3%（6/200）の陽性反応
が見られた2）．金属加工液に使用されるDEAの IVDKに
よるパッチテストの結果，1.8%（157/8791）が陽性であっ
た3）．水性の金属加工液としてモノエタノーラミン
（MEA），トリエタノーラミン（TEA）とともにDEAは
使用されてきたが，発がん性のあるN-ニトロソアミンが
生じるため近年DEAの使用量は低下している．
　DEAによるパッチテストを用いた複数の研究で，曝露
作業者や曝露歴のある皮膚炎患者が陽性反応を示した．
よって人間に対しておそらく感作性があると考えられる．

　許容濃度等
　ACGIH：TLV-TWA 1 mg/m3  Inhalable Fraction and 
Vapor（2008年），Skin（the potential significant contri-
bution to the overall exposure by the cutaneous rout），
A3（Confirmed Animal Carcinogen）
　DFG：1 mg/m3，Sh（danger of sensitization of the 
skin），H（danger of percutaneous absorption）
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